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明
末
清
初
は
、『

杜
工
部
集
箋
註』

を
著
し
た
銭
謙
益

(

一
五
八
二
〜
一
六
六
四)

や

『

李
義
山
詩
註』

を
著
し
た
朱
鶴
齢

(

一
六
〇
六
〜

一
六
八
三)

な
ど
、
優
れ
た
詩
注
を
施
し
た
人
物
を
輩
出
し
た
時
代
で
も
あ
る
。
李
攀
龍

(

一
五
一
四
〜
一
五
七
〇)

の
編
と
さ
れ
る

『

唐
詩

選』

に
も
、
蒋
一
葵
や
鍾
惺
と
い
っ
た
著
名
な
注
釈
者
の
名
を
冠
し
た
明
刊
本
が
多
数
存
在
し
た
。
こ
れ
は
、
近
世
日
本
に
お
い
て
嵩

山
房
・
須
原
屋
小
林
新
兵
衛
の
手
に
よ
り
大
流
行
し
た

『

唐
詩
選』

が
、
袖
珍
読
本
、
も
し
く
は
暗
誦
用
教
材
と
し
て
、
所
謂
無
注
本

で
あ
っ
た

(

１)

こ
と
と
一
線
を
画
す
る
。
清
朝
乾
隆
期
の

『

四
庫
提
要』

に
よ
っ
て
偽
書
と
断
じ
ら
れ
て
以
降
の

『

唐
詩
選』

の
末
路
は
周

知
の
如
く
で
あ
る
が
、
明
代
か
ら
清
初
に
至
る
ま
で
郷
塾
で
も
広
く
用
い
ら
れ
た

『

唐
詩
選』

注
釈
の
変
容
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
十

分
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
政
治
的
、
文
学
的
に
も
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
清
初
に
お
い
て
、
康
煕
年
間
刊
・
呉
呉
山
附

注

『

唐
詩
選』

七
巻
本

(

２)

が
江
南
地
方
か
ら
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、『

唐
詩
選』

刊
刻
の
変
遷
を
考
察
す
る
上
で
も
重
要
な
意
義
を
持
つ
。

こ
の
呉
呉
山
注

『

唐
詩
選』

は
、
単
な
る
唐
詩
概
説
書
に
止
ま
ら
ず
、
清
初
の
出
版
事
情
ま
で
も
穿
鑿
し
う
る
稀
有
な
書
物
で
あ
る
と

筆
者
は
考
え
る
。
当
時
の
江
南
知
識
人
は
、
呉
敬
梓

『

儒
林
外
史』
に
も
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
科
挙
試
合
格
に
よ
る
仕
官
以
外
に

出
版
業
と
い
う
新
た
な
生
活
手
段
を
見
出
し
た
が

(

３)

、
こ
の
呉
呉
山
と
い
う
注
釈
者
も
、
同
様
に
出
版
を
生
業

な
り
わ
い

と
し
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
。

そ
こ
に
は
、
当
時
出
版
流
通
に
携
わ
る
こ
と
が
名
利
を
同
時
に
獲
得
す
る
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
印
刷
技
術
の
進
歩
と
共
に
商
業
出
版

が
極
め
て
身
近
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
一
証
左
と
な
ろ
う
。

本
稿
は
、
従
来
深
く
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
呉
呉
山
注『

唐
詩
選』
に
焦
点
を
当
て
、
清
初
に
お
け
る
唐
詩
受
容
に
つ
い
て
、

『

唐
詩
選』

の
果
た
し
た
役
割
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
呉
呉
山
注

『

唐
詩
選』
と
明
刊
本

(

蒋
一
葵
箋
釋

『

唐
詩
選』

七
巻

(

４))

と

清
初
に
お
け
る

『

唐
詩
選』

注
本
の
刊
行
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を
比
較
検
証
す
る
こ
と
で
、
明
末
か
ら
清
初
に
至
る『

唐
詩
選』

に
対
す
る
注
釈
態
度
の
相
違
と
、
そ
の
受
容
史
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
、
呉
呉
山
注

『

唐
詩
選』

の
記
述
に
見
ら
れ
る
人
物
群
と
編
者
・
呉
呉
山
と
の
関
係
か
ら
、
江
南
を
中
心
と
し
た
当
時
の
出
版
文

化
事
業
の
実
態
の
一
班
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

呉
儀
一

(

呉
山)

小
伝

呉
呉
山
、
本
名
は
呉
儀
一

(

一
六
四
七
〜
？)

、
字
は
舒
鳧
、
又
は�
符
。
本
貫
は
銭
塘(

現
在
の
杭
州
市)

。
号
は
呉
山
の
ほ
か
、
逸
・

芝�
居
士
と
も
称
し
た
。
呉
儀
一
の
伝
記
に
つ
い
て
、『

杭
州
府
志』

(

一
九
二
二
年
鉛
印
本)

巻
一
四
五
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

髫
年
入
太
學
、
名
滿
都
下
。
四
部
書
、
一
覽
成
誦
。
奉
天
府
丞
姜
希
轍
重
其
才
、
延
幕
中
。�
歴
邊
塞
、
所
造�

工
、
又
長�

詞
。

檢
討
陳
維�
、
尚
書
王
士�
、
皆
篤
賞
之

(

髫
年
に
し
て
太
学
に
入
り
、
名
は
都
下
に
満
つ
。
四
部
の
書
、
一
た
び
覧
れ
ば
誦
を

成
す
。
奉
天
府
丞
姜
希
轍
、
其
の
才
を
重
ん
じ
、
幕
中
に
延ま

ね

く
。
辺
塞
を�
歴
し
、
造
る
所
益

ま
す
ま
す
工
に
し
て
、
又
填
詞
に
長
ず
。

検
討
陳
維�
・
尚
書
王
士�
、
皆
こ
れ
を
篤
賞
す)

。

呉
儀
一
は
十
五
歳
に
し
て
国
子
監
に
学
び
、
書
物
を
読
め
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
暗
唱
で
き
る
俊
秀
で
あ
っ
た
。
そ
の
早
熟
の
才
能
は
、

生
後
五
ヶ
月
に
し
て
既
に
言
葉
を
発
し
、
九
歳
に
し
て
十
三
経
を
読
み
終
え
た
と
伝
え
ら
れ
る

(

５)

。
康
煕
十
七
年

(

一
六
七
八)

、
姜
希
轍

が
奉
天
府
に
赴
任
す
る
際
、
呉
儀
一
は
そ
の
幕
下
に
招
か
れ
た
。
爾
後
、
呉
儀
一
は
姜
希
轍
の
下
を
離
れ
る
と
、
北
京
・
徐
州
・
宿
州

を
歴
訪
し
、
こ
の
間
に
王
士�
や
陳
維�
と
い
っ
た
清
代
を
代
表
す
る
大
詩
人
ら
と
交
流
を
持
ち
、
彼
ら
の
高
い
評
価
を
受
け
た
。
康

煕
三
十
三
年

(

一
六
九
四)

以
後
、
銭
塘
に
帰
郷
し

(

６)

、
専
ら
出
版
活
動
に
勤
し
む
。
呉
呉
山
注

『

唐
詩
選』

の

｢

附
注
序
論

(

７)｣

の
末
尾
に

｢�
山
老
人
逸
題｣

と
記
さ
れ
て
お
り
、
同
書
が
刻
さ
れ
た
時
期
も
、
こ
の
銭
塘

(

＝
呉
山)

帰
郷
以
降
の
晩
年
期
で
あ
ろ
う
と
推
測

で
き
る
。
妻
の
陳
同
・
談
則
・
銭
宜
が
湯
顕
祖

『

還
魂
記』

に
評
注
を
施
し
た

『

呉
呉
山
三
婦
合
評
還
魂
記』

や
、
洪
昇

『

長
生
殿』

に
対
す
る
評
論
等
で
呉
儀
一
の
名
は
知
ら
れ
る
。
し
か
し
次
に
挙
げ
る
呉
衡
照

『

蓮
子
居
詞
話

(

８)』
(

一
八
一
八
年
序
刊)

巻
三
に
拠
る

と
、
呉
儀
一
は
戯
曲
よ
り
む
し
ろ
填
詞
や
詩
文
に
巧
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

王
阮
亭
詩
、
稗
畦
樂
府
紫
珊
詩
、
更
有�
山�
妙
詞
。
此
是
西�
三
子
者
、
老
夫
無
日
不
相
思
。�
舒
鳧
、
名
儀
一
、
字�
符
、

中
国
文
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錢
塘
人
。
著�
山
草
堂
詞
。
松
窗
筆
乘
云
、
當
時
魏
叔
子
古
文
負
重
望
、
舒
鳧
獨
面
折
之
。
謂

｢

規
友
笞
婢
細
故
也｣

而
曰
、

｢
省
刑
書｣

、
刺
刺
千
餘
言
不
已
、
失
事
之
權
衡
。
論
岳
鄂
王
事
而
曰
、
宜
鑄
高
宗
像
、
跪
於
墓
、
乖
君
臣
之
義
。
用
字
如
以
肱
觸

其
背
、
類
非
史
家
法
。
座
客
以
爲
狂
、
叔
子
獨
歎
服
也
。
然
則
舒
鳧
又
能
爲
古
文
者
與

(

王
阮
亭

(

士�
)

の
詩
に
、｢

稗
畦

(

洪

昇)

の
楽
府

紫
珊

(

徐
逢
吉)

の
詩
、
更
に
呉
山
の
絶
妙
た
る
詞
有
り
。
此
是

こ

れ
西�
三
子
な
る
者
に
し
て
、
老
夫

日
と
し
て

相
ひ
思
は
ざ
る
は
無
し｣

と
。
呉
舒
鳧
、
名
は
儀
一
、
字
は�
符
、
銭
塘
の
人
。『

呉
山
草
堂
詞』

を
著
す
。『

松
窓
筆
乗』

に
云

ふ
、｢

当
時
魏
叔
子

(

禧)

の
古
文
、
重
望
を
負
ふ
も
、
舒
鳧
独
り
こ
れ
を
面
折
す
。｢

友
を
規は

か

り
婢
を
笞
つ
は
細
故
な
り｣

を
謂

ひ
て
曰
く
、｢

省
刑
の
書

(『

魏
叔
子
文
集』

巻
五

｢

與
友
人
論
省
刑
書｣)｣

、
刺
刺
と
し
て
千
餘
の
言
已
ま
ず
し
て
、
事
の
権
衡
を
失
へ
り

と
。
岳
鄂
王

(

飛)
の
事
を
論
じ
て
曰
く
、
宜
し
く
高
宗
の
像
を
鋳
し
、
墓
に
跪
か
せ
る
べ
し
、
君
臣
の
義
に
乖そ

む

け
ば
な
り
と
。

用
字
、
肱
を
以
て
其
の
背
に
触
る
る
が
如
く
、
類

お
ほ
む
ね
史
家
の
法
に
非
ず
。
座
客
以
て
狂
と
為
す
も
、
叔
子
独
り
歎
服
せ
り｣

と
。

然
ら
ば
則
ち
舒
鳧
又
能
く
古
文
を
為
す
者
な
ら
ん
か)

。

即
ち
、
呉
儀
一
は
王
士�
に
よ
っ
て
、
洪
昇
・
徐
逢
吉
と
共
に

｢

西�
三
子｣

と
併
称
さ
れ
た
。
魏
禧
は

｢

友
人
に
与
へ
て
省
刑
を

論
ず
る
書｣

の
中
で
、
友
人
が
仏
道
に
傾
倒
し
な
が
ら
も
奴
婢
を
鞭
打
っ
て
罰
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、『

漢
書』

刑
法
志
や
経
書
を
引

用
し
て
減
刑
す
る
こ
と
を
友
人
に
薦
め
た
。
呉
儀
一
は
こ
の
手
紙
に
つ
い
て
、
多
弁
に
し
て
物
事
の
軽
重
を
喪
失
し
た
文
章
だ
と
批
判

す
る
。
当
時
、
魏
禧
は
明
代
古
文
派
を
継
承
す
る
高
名
な
文
人
で
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
呉
儀
一
は
欧
陽
脩
や
王
安
石
の
本
格
的
な
古
文

や
杜
甫
の
詩
風
を
規
範
と
し

(

９)

、
自
説
を
枉
げ
て
ま
で
他
人
に
阿

お
も
ね
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
態
度
に
魏
禧
は
賛
嘆
し
た

と
い
う
。

以
上
の
点
か
ら
見
て
も
、
呉
儀
一
は
酒
を
嗜
み
、
酔
え
ば
魏
禧
を
批
判
し
た
如
く
人
を
口
撃
す
る
も
、
学
識
は
高
く
、
布
衣
の
人
な

が
ら
単
な
る
刻
書
家
に
止
ま
ら
な
い
江
南
知
識
人
の
典
型
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

二

呉
呉
山
注

『

唐
詩
選』

と
蒋
一
葵
箋

『

唐
詩
選』

呉
呉
山
注

『

唐
詩
選』

の
特
徴
に
つ
い
て
、｢

附
注
序
論｣

に
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

清
初
に
お
け
る

『

唐
詩
選』

注
本
の
刊
行
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�
氏
仲
舒
嘗
注
李
選
、
並
有
附
詩
。
僕
假
日
、
參
之
唐
氏
仲
言
解
、
重
述
原
本
、
附
注
焉

(

蒋
氏
仲
舒

(

一
葵)

嘗
て
李

(

攀
龍)

『
(

唐
詩)

選』

に
注
し
、
並
び
に
附
詩
有
り
。
僕

(

呉
儀
一)

仮
日
、
こ
れ
を
唐
氏
仲
言

(

汝
詢)

の

『
(

唐
詩)

解』

に
参
し
、
原
本

を
重
述
し
、
注
を
附
す)

。

即
ち
、
呉
呉
山
注
本
は
、
呉
儀
一
が
蒋
一
葵
箋

『

唐
詩
選』

を
基
に
、
唐
汝
詢
の

『

唐
詩
解』

を
参
照
し
つ
つ
、
新
た
に
注
を
施
し

た

『

唐
詩
選』
注
釈
本
で
あ
る
と
喧
伝
す
る
。『

唐
詩
解』

は
、
全
五
十
巻
、
百
九
十
四
家
に
よ
る
千
五
百
四
十
六
首
を
収
録
す
る
唐

詩
選
集
で
あ
り
、『
四
庫
提
要』

に
拠
る
と
、
そ
の
内
容
は
李
攀
龍

『

唐
詩
選』

と
高�『
唐
詩
正
声』

の
二
書
を
合
わ
せ
た
選
集
と

あ
る

(�)
が
、
編
者
の
優
れ
た
箋
釈
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
明
代
の
唐
詩
選
注
の
中
で
は
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
る
。
概
ね
明
代
の
唐
詩
選

集
は
、
採
録
詩
の
校
勘
に
杜
撰
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
明
末
江
南
に
お
い
て
、『

唐
詩
解』

と
い
う
優
れ
た
選
注
が
出
現
し
た
こ
と
は
、

既
刊
の

『

唐
詩
選』

校
訂
の
必
要
を
逼
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
呉
呉
山
注
本
の
出
版
動
機
と
考
え
ら
れ
る
。

然
ら
ば
、
呉
呉
山
注
は
、
如
何
な
る
点
で
蒋
一
葵
箋
よ
り
も
新
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
呉
呉
山
注
で
は｢

舊
注｣

・｢

舊
本｣

・｢

舊
刻｣

・

｢

俗
本｣

・｢

刻
本｣

と
い
っ
た
表
現
を
用
い
て
、
蒋
一
葵
箋
本
及
び
他
の
明
刊
本

『

唐
詩
選』

と
を
明
確
に
区
別
す
る
。
具
体
例
と
し

て
以
下
に
二
例
を
挙
げ
、
呉
呉
山
注
と
蒋
一
葵
箋
の
注
釈
を
併
記
し
て
そ
の
違
い
を
示
し
て
お
き
た
い

(�)

。

①
巻
四
、
楊
炯

《

送
劉
校
書
從
軍》
｢

赤
土
流
星
劍

烏
號
、
、
明
月
弓｣

(

傍
点
筆
者
、
以
下
同)

(

蒋
注)�
帝
鑄
鼎
於
荊
山
。
鼎
成
、
有
龍
垂
胡
髯
、
下
迎�
帝
。�
帝
上
騎
、
羣
臣
悉
持
龍
髯
。
龍
髯
拔
墮
、
墮�
帝
之
弓
、
百

姓
乃
抱
其
弓
與
胡
髯
號
。
故
後
世
因
名
其
處
曰
鼎
湖
、
其
弓
曰
烏
號

(

黄
帝
鼎
を
荊
山
に
鋳
す
。
鼎
成
り
て
、
龍
の
胡
髯

を
垂
れ
、
下
り
て
黄
帝
を
迎
ふ
る
有
り
。
黄
帝
上
騎
し
、
群
臣
悉
く
龍
髯
を
持
す
。
龍
髯
抜
け
堕
ち
、
黄
帝
の
弓
を
堕
と

す
。
百
姓
乃
ち
其
の
弓
と
胡
髯
と
を
抱
き
て
号
す
。
故
に
後
世
因
り
て
其
の
処
に
名
づ
け
て
鼎
湖
と
曰
ひ
、
其
の
弓
を
烏

号
と
曰
ふ)

。

(

呉
注)

舊
注
引
封
禪
書
、�
帝
鼎
成
、
騎
龍
去
。
小
臣
攀
龍
髯
拔
、
墮�
帝
之
弓
。
百
姓
抱
弓
號
。
名
曰
烏
號
。
按
此
説
與
烏
字

無�
、
故
不
取

(｢

旧
注｣

に

｢

封
禅
書｣

の
、｢

黄
帝
鼎
成
り
て
、
龍
に
騎
り
て
去
る
。
小
臣
龍
髯
を
攀
き
て
抜
き
、
黄

帝
の
弓
を
堕
と
す
。
百
姓
弓
を
抱
き
て
号
す
。
名
づ
け
て
烏
号
と
曰
ふ｣

と
あ
る
を
引
く
。
按
ず
る
に
此
の
説

｢

烏｣

字

と
渉
る
無
し
、
故
に
取
ら
ず)

。
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楊
炯

《

送
劉
校
書
從
軍》

詩
は
劉
校
書
が
辺
境
の
地
に
出
征
す
る
際
、
そ
の
送
別
に
当
た
っ
て
詠
じ
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。
こ
の
二
句

は
軍
営
の
門
に
集
結
し
た
閲
兵
の
様
子
を
指
す
。
こ
こ
で
問
題
と
す
る

｢

烏
号
の
弓｣

に
は
二
説
あ
る
。
蒋
一
葵
箋
は

『

史
記』

封
禅

書
に
見
え
る
次
の
故
事
を
取
る
。
黄
帝
が
荊
山
に
登
り
宝
鼎
を
鋳
造
し
た
時
、
龍
が
降
り
て
き
た
。
そ
こ
で
黄
帝
は
龍
に
跨
り
、
臣
下

と
女
官
七
十
名
ば
か
り
を
従
え
て
天
に
昇
ろ
う
と
し
た
た
め
、
残
さ
れ
た
臣
下
が
龍
の
鬚
に
掴
ま
ろ
う
と
す
る
と
、
龍
の
鬚
は
抜
け
落

ち
、
黄
帝
の
弓
も
堕
ち
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
人
々
は
龍
の
鬚
と
弓
と
を
抱
き
か
か
え
て
慟
哭
し
、
そ
の
弓
を

｢

烏
号｣

と
名
付
け
た

と
い
う
。
一
方

『
淮
南
子』

原
道
訓
で
は
、
頑
丈
な
桑
柘
の
梢
に
止
ま
っ
た
カ
ラ
ス
が
飛
ぼ
う
と
す
る
も
、
枝
が
撓た

わ

ん
で
飛
べ
ず
、
号

呼
し
た
。
そ
の
桑
柘
の
枝
を
切
っ
て
作
ら
れ
た
名
弓
の
こ
と
を｢

烏
号｣

と
呼
ぶ

(�)

。
こ
の｢

烏｣

字
に
つ
い
て
、
前
者
は｢

咽
び
泣
く｣

の
意
味
、
後
者
は

｢

カ
ラ
ス｣
の
意
味
に
な
る
。
さ
て
、
①
の
詩
で
は
参
列
す
る
兵
士
が
武
装
し
た
弓
に
対
す
る
描
写
で
あ
り
、
蒋
一

葵
箋
の
如
く
黄
帝
の
故
事
を
挙
げ
る
の
が
適
切
と
は
言
い
難
い
。
一
方
、
呉
呉
山
注
で
は

｢

無�
、
故
不
取｣

と
し
て
、
判
断
を
保
留

し
、
慎
重
な
注
釈
態
度
を
と
る
。

②
巻
七
、《

水
鼓
子
第
一
曲》

｢

夢
水
、
、
河
邊
秋
草
合�
山
、
、
峰
外
陣
雲
開｣

(

蒋
注)

夢
水�
山
、
並
在
肅
州
衞
北
、
沙
漠
中

(｢

夢
水｣

・｢

黒
山｣

は
、
並
び
に
粛
州
衛
の
北
、
沙
漠
の
中
に
在
り)

。

(

呉
注)

夢
水
河
無
考
。�
注
以
爲
在
肅
州
衞
、
未
知
所
據(｢

夢
水
河｣

考
す
る
無
し
。｢

蒋
注｣

以
て
粛
州
衛
に
在
り
と
為
す
も
、

未
だ
拠
る
所
を
知
ら
ず)

。

《

水
鼓
子
第
一
曲

、
、
、》

と
あ
る
が
、
同
名
の
歌
曲
は

『
楽
府
詩
集』

に
は
一
首
の
み
収
め
ら
れ
、
第
二
曲
以
下
は
残
存
し
な
い
。
詩
の

内
容
は
、
狩
猟
に
出
た
辺
塞
の
守
備
兵
が
陣
に
戻
る
様
子
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
蒋
一
葵
箋
に
い
う
粛
州
と
は
現
在
の
甘
粛
省
酒
泉

県
を
指
す
。
粛
州
に
は
黒
山
と
い
う
名
の
山
は
あ
る
が
、
夢
水
と
い
う
河
は
無
い
。
こ
こ
で
は
場
所
を
限
定
し
な
い
ほ
う
が
、
よ
り
憂

愁
を
誘
う
効
果
が
あ
る
。
呉
呉
山
注
は

『

唐
詩
解』

巻
三
十
に
載
せ
る

《

水
鼓
子》

の
評
解
を
そ
の
ま
ま
襲
用
す
る
。
こ
れ
は
本
章
冒

頭
に
挙
げ
た

｢

附
注
序
論｣

に
則
し
た
注
釈
態
度
で
あ
り
、
呉
呉
山
注
は

『
唐
詩
解』

を
通
じ
て
、
蒋
一
葵
箋
の
誤
り
を
正
し
て
い
る

こ
と
が
判
る
。
附
言
す
る
に
、
蒋
一
葵
箋
及
び
他
の

『

唐
詩
選』

で
は
、
こ
の

《

水
鼓
子》

の
他
、《

水
調
歌》

、《

涼
州
歌》

の
三
首

を
全
て
張
子
容
の
作
と
す
る
。
こ
れ
は
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
誤
り
で
あ
る

(�)
。
呉
呉
山
注
は

｢

古
楽
府｣

と
だ
け
記
し
て
、『

唐

詩
解』

と
同
じ
く
無
名
氏
の
作
と
見
做
す

(�)

。

清
初
に
お
け
る

『

唐
詩
選』

注
本
の
刊
行
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以
上
の
よ
う
に
、
呉
呉
山
注
は
恣
意
的
且
つ
杜
撰
な｢

旧
注｣

に
対
し
て
、
綿
密
な
検
証
を
行
な
お
う
と
す
る
姿
勢
が
看
取
で
き
る
。

こ
の

｢
旧
注｣

が
既
刊
の

『

唐
詩
選』

の
中
で
も
、
蒋
一
葵
箋
を
指
す
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

ま
た
呉
呉
山
注
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
に
収
録
詩
数
の
相
違
が
あ
る
。
蒋
一
葵
箋
や
他
の
明
刊
本
、
及
び
そ
れ
ら
に
基
づ
い
た
和
刻

本
は
総
詩
数
四
百
六
十
五
首
で
あ
る
が
、
呉
呉
山
注
本
で
は
本
録
詩
が
四
百
六
十
首
、
附
録
詩
が
百
四
十
一
首
と
異
な
る
。
こ
の
収
録

詩
数
の
増
減
は
、
呉
儀
一
に
よ
る
五
首
の
刪
削
の
意
図

(�)

と
、
先
人
の
評
注
を
推
断
す
る
上
で
必
要
な
附
録
詩
の
増
補
が
反
映
さ
れ
る
。

三

呉
呉
山
と
そ
の
周
辺
人
物

呉
呉
山
注
本
と
蒋
一
葵
箋
本
に
は
、
詩
注
以
外
に
、
先
人
の
詩
評
が
点
綴
さ
れ
る
。
そ
の
詩
評
は
唐
・
殷�『

河
嶽
英
霊
集』

か
ら
、

明
末
清
初
の
詩
話
に
ま
で
及
ぶ
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
呉
呉
山
注
本
は
原
則
と
し
て
一
首
に
つ
き
一
詩
評
以
上
を
附
さ
な
い
が
、
蒋

一
葵
箋
本
は
そ
の
よ
う
な
制
限
を
設
け
ず
、
優
れ
た
詩
評
で
あ
れ
ば
列
記
す
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
。
無
論
、
そ
の
総
数
は
呉
呉
山
注
本

二
十
九
家
八
十
三
例
、
蒋
一
葵
箋
本
五
十
家
二
百
九
十
六
例
と
呉
呉
山
注
本
の
ほ
う
が
少
な
い
。
刊
行
物
と
し
て
の
利
便
性
を
鑑
み
る

と
、
呉
呉
山
注
本
の
ほ
う
が
よ
り
簡
略
な
装
幀
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

本
章
で
は
、
呉
呉
山
注
本
に
の
み
発
言
が
引
用
さ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
彼
ら
は
全
て
清
初
の
人
で
あ
る
た
め
、
明
刊
本
・

蒋
一
葵
箋
本
に
現
れ
な
い
の
は
至
極
当
然
で
あ
る
が
、
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
実
は
注
釈
者
の
呉
儀
一
と
非
常
に
近
し
い
人
物
群
で
あ

り
、
二
つ
の
共
通
点
が
見
受
け
ら
れ
た
。
一
つ
は
布
衣
の
人
、
或
い
は
明
の
遺
民
で
あ
る
た
め
、
経
済
力
に
乏
し
い
中
で
出
版
業
に
従

事
し
て
い
た
点
。
も
う
一
つ
は
毛
先
舒
を
師
と
仰
ぐ
と
い
う
点
で
あ
る
。
特
に
呉
儀
一
の
眷
属
も
ま
た
毛
先
舒
と
少
な
か
ら
ず
関
わ
り

を
持
つ
。
こ
こ
で
筆
者
は
呉
呉
山
注
の
詩
評
と
、
同
じ
く
呉
儀
一
の
刊
行
し
た

『

呉
呉
山
三
婦
合
評
還
魂
記』

の
序
跋
文
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
呉
儀
一
と
特
に
関
連
の
あ
る
人
物
を
三
人
、
以
下
に
挙
げ
る
。
こ
う
し
た
注
釈
者
＝
呉
儀
一
と
注
釈
に
登
場
す
る
人
物
群
と
の
極

め
て
密
接
な
関
係
は
呉
呉
山
注
本
の
際
だ
っ
た
特
徴
で
あ
る
。

③
巻
三
、
王
維

《

終
南
山》

｢

分
野
、
、
中
峰
變

陰�
衆
壑
殊｣
(

呉
評)

洪�
思
云
、
分
野
分
、
當
讀
去
聲
、
與��
對
。
予
謂
分
字
可
實
可�
。�
讀
平
聲
、
星
之
分
、
土
之
野
。
何
嘗
不
平
對
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��
耶

(

洪�
思

(

昇)

云
ふ
に
、｢

分
野｣

の

｢

分｣

は
、
当
に
去
声
に
読
み
、｢

陰
晴｣

と
対
な
る
べ
し
と
。
予
謂
ふ

に

｢

分｣

字
は
実
と
す
べ
き
や
、
虚
と
す
べ
き
や
。
即
ち
平
声
に
読
ま
ば
、
星
の

｢

分｣

、
土
の

｢

野｣

な
り
。
何
ぞ
嘗

て

｢

陰
晴｣

に
平
対
な
ら
ざ
ら
ん
や
と)

。

｢

予｣
と
は
呉
儀
一
の
こ
と
、
つ
ま
り
こ
の
文
句
は
他
書
か
ら
の
引
用
で
は
な
く
、
呉
儀
一
と
洪
昇
の
会
話
の
一
部
で
あ
り
、｢

分｣

字
を
如
何
に
読
む
か
を
議
論
す
る
。
洪
昇
は

｢

分｣

字
を
去
声
で
読
み
、
平
仄
上

｢

分
野

●

●｣

と

｢

陰
晴

○

○｣

が
対
に
な
る
と
論
じ
る
が
、

呉
儀
一
は
意
味
の
上
か
ら

｢

分｣

字
を
上
平
に
し
て
、｢

分
野

○

●｣

と
読
む
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
呉
呉
山
注
が
拠
っ
た
韻
書
と
さ
れ
る

毛
奇
齢

『

古
今
通
韻

(�)』
で
確
認
す
る
と
、
洪
昇
の
如
く

｢

分｣

字
が
去
声
十
三
問
韻
で
あ
れ
ば

｢

限
量
也
。
又
荀
子
、
分
分
兮
其
有
終

始
也
。｣

と
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
一
方
、
上
平
声
十
二
文
韻
で
は
、｢

判
也
。
與
也
。
又
賦
也
。
又
一
黍
之
廣
爲
一
分
。｣

と
あ

り
、
度
量
衡
の
単
位
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も

｢

星
の
分
、
土
の
野｣

と
は

『

周
礼』

春
官

｢

保
章
氏｣

に

｢

以
星
土
辨
九

州
之
地
、
所
封
封
域
、
皆
有
分
星
、
以
觀
妖
祥

(

星
土
を
以
て
九
州
の
地
を
辨
ず
、
封
ず
る
所
の
封
域
、
皆
分
星
有
り
、
以
て
妖
祥
を

観
る)

。｣

と
あ
り
、『

史
記』

天
官
書
の
如
く
、
二
十
八
宿
星
を
十
二
の
諸
国
の
封
地
に
配
当
し
て
表
す
こ
と
を
指
す
。
さ
て
、
③
の

詩
句
で
は
、
終
南
山
は
北
方
が
東
井
・
輿
鬼

(
雍
州)

、
南
方
が
翼
・
軫

(

荊
州)

に
属
し
、
一
峰
だ
け
で
分
野
を
異
に
し
て
数
州
に

亘
る
壮
大
さ
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
呉
儀
一
は

｢

分
野
○

●｣

と
平
声
に
読
む
べ
し
と
主
張
す
る
。

洪
昇

(

一
六
四
五
〜
一
七
〇
四)

、
字
は�
思
、
号
は
稗
畦
。
呉
儀
一
と
同
じ
く
銭
塘
の
人
。『

呉
呉
山
三
婦
合
評
還
魂
記』

で
は
、
洪
之

則
の
記
す
跋
文
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

�
與
予
家
爲
通
門
。�
山
四
叔
、
又
父
之
執
也
。
予
故
少
小
、
以
叔
事
之
、
未
嘗
避
匿
。
憶
六
齡
時
、
僑
寄
京
華
。
四
叔
假
舍
焉

(

呉
と
予
家
と
は
通
門
た
り
。
呉
山
四
叔

(

呉
儀
一)

、
又
父

(
洪
昇)

の
執と
も

な
り
。
予

(

洪
之
則)

は
少
小
の
故
に
、
叔
を
以
て
こ
れ

に
事つ

か

へ
、
未
だ
嘗
て
避
匿
せ
ず
。
憶
へ
ら
く
六
齢
の
時
、
京
華
に
僑
寄
す
。
四
叔
焉こ

こ

に
舍
を
仮
る)

。

洪
之
則
は
洪
昇
の
娘
で
あ
る
。
洪
昇
が
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
時
、
呉
儀
一
は
彼
の
所
に
仮
寓
し
て
い
た
。
洪
昇
の
繋
年

(�)

に
拠
れ
ば
、

洪
之
則
六
歳
の
時
は
康
煕
十
九
年

(

一
六
八
〇)

に
当
た
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
呉
儀
一
が
華
北
を
遊
歴
し
て
い
た
時
期
と
重
な
る
。

ま
た
洪
昇
は
、
王
士�
や
施
閨
章
に
師
事
し
、
趙
執
信
ら
と
も
交
流
が
あ
っ
た

(�)
。
こ
れ
は
前
に
検
証
し
た
呉
儀
一
の
伝
記
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
呉
儀
一
と
洪
昇
は
同
じ
経
験
を
共
有
し
て
お
り
、
二
人
が
非
常
に
親
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
洪
昇
の
詩
集
に
は
、

清
初
に
お
け
る

『

唐
詩
選』
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呉
儀
一
に
寄
せ
た
詩
が
多
数
収
め
ら
れ
る

(�)

。

④
巻
五
、
沈�
期

《

古
意》

｢

盧
家
少
婦
鬱
金
堂

、
、
、

海
燕
雙
棲
玳
瑁
梁

、
、
、｣

(
呉
評)

憶
同
談
則
讀
此
詩
、
疑
問
曰
、
此
用
梁
武
歌
謂
盧
家
少
婦
有
鬱
金
香
耳
。
若
改
爲
堂
、
則
鬱
金
小
草
、
豈
能
爲
堂
、
抑
堂

專
貯
鬱
金
而
名
之
耶
。
予
謂
汝
説
亦
佳
。
但
梁
武
歌
言
桂
爲
梁
、
乃
實
事
。
此
云
玳
瑁
梁
特
畫
其
文
耳
。
玳
瑁
非
可
爲
梁
、

而
稱
玳
瑁
梁
、
則
堂
有
鬱
金
、
而
稱
鬱
金
堂
、
亦
無
不
可

(

憶
へ
ら
く
談
則
と
同と

も

に
此
の
詩
を
読
む
に
、
疑
ひ
問
ひ
て
曰

く
、
此
れ
梁
武
の
歌

(

梁
武
帝
蕭
衍

《

河
中
之
水
歌》)

の

｢

盧
家
の
少
婦

鬱
金
香
有
り｣

と
謂
へ
る
を
用
ふ
る
の
み
。
若
し

改
め
て
堂
と
為
さ
ば
、
則
ち
鬱
金
は
小
草
に
し
て
、
豈
に
能
く
堂
と
為
ら
ん
や
、
抑ま

た
は
堂
に
専
ら
鬱
金
を
貯
へ
て
こ
れ

に
名
づ
く
る
や
と
。
予
謂
ふ
に
汝
が
説
亦
た
佳
し
と
。
但
だ
梁
武
の
歌｢

桂
を
梁
と
為
す｣

と
言
ふ
は
、
乃
ち
実
事
な
り
。

此
に
玳
瑁
の
梁
と
云
ふ
は
特
だ
其
の
文
を
画
け
る
の
み
。
玳
瑁
は
梁
と
為
す
べ
き
に
非
ず
し
て
、
玳
瑁
の
梁
と
称
せ
ば
、

則
ち
堂
に
鬱
金
有
り
、
而
し
て
鬱
金
堂
と
称
す
る
も
、
亦
た
可
な
ら
ざ
る
無
し)

。

即
ち
、
談
則
が
沈�
期
の

《

古
意》
詩
を
読
ん
で
、｢

鬱
金
の
堂
と
は
、
梁
武
帝

《

河
中
之
水
歌》

の

〝

盧
家
蘭
室
桂
爲
梁
、
中
有

鬱
金
蘇
合
香

(

盧
家
の
蘭
室

桂
を
梁
と
為
す
、
中
に
鬱
金

蘇
合
の
香
有
り)

。〞

を
踏
ま
え
、
鬱
金
で
出
来
た
堂
で
は
な
く
、
堂
に

貯
蓄
し
た
鬱
金
が
香
っ
て
く
る
こ
と
を
指
す
た
め
、
鬱
金
の
堂
と
称
す
る
の
は
不
適
当
で
は
な
い
か｣

と
呉
儀
一
に
訊
ね
た
と
こ
ろ
、

｢

あ
な
た
の
説
は
正
し
い
が
、
玳
瑁
の
梁
と
呼
ぶ
の
も
玳
瑁
で
出
来
た
梁
で
は
な
く
、
桂
で
出
来
た
梁
に
玳
瑁
の
模
様
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
を
指
す
た
め
、
堂
の
中
に
鬱
金
が
あ
れ
ば
、
鬱
金
の
堂
と
呼
ぶ
の
も
誤
り
で
は
な
い｣

と
呉
儀
一
は
答
え
る
。
然
る
に
、
こ
れ

は
談
則
独
自
の
説
で
は
な
い
。
沈
徳
潜

『

唐
詩
別
裁
集』
に
も
、
同
句
を

｢

盧
家
少
婦
鬱
金
香、｣

に
つ
く
り
、｢

別
本
作
堂
者
非｣

と

注
す
る
よ
う
に
、
諸
本
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
に
言
及
す
る
談
則

(

？
〜
一
六
七
五)

と
は
、
字
は
守
中
、
呉
儀
一
の
妻
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
部
分
は
夫
婦
の
会
話
を
録
し

た
極
め
て
私
的
な
詩
評
で
あ
る
。
談
則
に
つ
い
て
は
、
唯
一『

呉
呉
山
三
婦
合
評
還
魂
記』

序
文
に
彼
女
の
伝
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

已
取
清
溪
談
氏
女
則
。
雅�
文
墨
、
鏡
奩
之
側
、
必
安
書�
。
見
同
所
評
、
愛
翫
不
能
釋
。
人
試
令
背
誦
、
都
不
差
一
字
。
假
日
、

�

同
意
補
評
下
卷
。
其
杪
芒
微
會
、
若
出
一
手
。
弗
辨
誰
同
誰
則

(

已
に
清
渓
の
談
氏
の
女
、
則
を
取め
と

る
。
雅つ
ね

に
文
墨
に
耽
り
、

鏡
奩
の
側

か
た
は
らに
、
必
ず
書�
を
安
ん
ず
。(

陳)

同
の
評
す
る
所
を
見
る
に
、
愛
玩
し
て
釈お

く
能
は
ず
。
人

(

呉
儀
一)

試
み
に
背
誦
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せ
し
む
る
に
、
都
て
一
字
も
差
は
ず
。
仮
日
、
同
の
意
に�
ひ
て
下
巻
を
補
評
す
。
其
れ
杪
芒
微
会
、
一
手
に
出
づ
る
が
若
し
。

誰
か
同
な
る
や
、
誰
か
則
な
る
や
を
辨
ぜ
ず)

。

即
ち
、
呉
儀
一
は
十
九
歳
の
時
、
妻
・
陳
同
と
死
別
し
た
後
、
談
則
を
娶
っ
た
。
読
書
家
で
あ
っ
た
談
則
は
、
陳
同
が
評
注
を
つ
け

た

『

還
魂
記』
を
愛
読
し
、
そ
の
内
容
を
暗
誦
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
陳
同
の
評
注
は
未
完
で
あ
り
、
談
則
が
下
巻
を
補
足
し

た
と
こ
ろ
、
陳
同
と
同
等
の
出
来
映
え
で
あ
り
、
恰
も
一
人
で
行
な
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
談
則
も
呉
儀
一
が
二
十
九
歳

の
時
に
逝
世
し
た
た
め
、
④
の
詩
評
は
呉
儀
一
自
身
の
述
懐
で
あ
る
。
呉
呉
山
注
が
完
成
し
た
頃
、
談
則
は
既
に
故
人
と
な
っ
て
い
た

こ
と
は

｢

憶｣

字
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
呉
儀
一
と
談
則
は
鬱
金
堂
の
呼
称
に
つ
い
て
、
実
と
虚
と
い
う
修
辞
を
用
い
て
論
じ

て
お
り
、
こ
う
し
た
虚
実
論
は
先
の
洪
昇
と
の
会
話
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
当
時
、
虚
と
実
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
、
詩
に
限
ら
ず

戯
曲
の
分
野
で
も
重
要
な
主
題
で
あ
っ
た

(�)
。
呉
儀
一
の
妻
た
ち
が
夢
と
現
実
の
交
錯
を
描
く

『

還
魂
記』

に
夢
中
に
な
っ
た
の
は
作
品

の
面
白
さ
と
こ
の
虚
実
関
係
の
深
淵
さ
を
追
求
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
の
見
解
は
③
・
④
の
如
く
呉
呉
山
注
の
詩
評
に
ま
で
反
映
さ
れ

る
。

⑤
巻
五
、
沈�
期

《

龍
池
篇》

｢

龍
池
、
、
躍
龍
龍
、
、
已
飛

龍、�
先
天
天
、
、
不
違

池、
開
天、
漢
分�
道

龍、
向
天、
門
入
紫
微｣

(

呉
評)

毛
稚�
云
、
調�
迅
而
多
複
字
、
兼
離
唐
韻
。
當
是
七
言
古
風
耳

(

毛
稚
黄

(

先
舒)

云
ふ
、
調
は
既
に
急
迅
に
し
て
複

字

(｢

龍｣
｢

天｣
｢

池｣

字)

多
く
、
兼ま

た
唐
韻
よ
り
離
る
。
当
に
是
れ
七
言
の
古
風
な
る
べ
き
の
み)

。

⑥
巻
六
、
楊
炯

《

夜
送
趙
縱》
｢

送、
君
還
舊
府｣

・
駱
賓
王

《
易
水
送
別》

｢

此
地
別、
燕
丹｣

(

呉
評)

毛
先
舒
曰
、
初
唐
四
子
、
人
知
其
才
綺
有
餘
、
故
自
不
乏
神
韻
。
若
盈
川
夜
送
趙
縱
、
第
三
句
一
語
完
題
、
前
後
倶
作�

境
。
臨
海
易
水
送
別
、
借
軻
丹
事
、
用
一
別
字
、
映
出
題
面
、
餘
作
憑
弔
、
而
神
理
已
足
。
二
十
字
中
、
游
刃
有
餘

(

毛

先
舒
曰
く
、
初
唐
の
四
子
、
人
、
其
の
才
綺
餘
り
有
り
、
故も

と

よ
り
自
ら
神
韻
に
乏
し
か
ら
ざ
る
を
知
る
と
。
盈
川

(

楊
炯)

の

《

夜
送
趙
縱》

の
若
き
は
、
第
三
句
の
一
語

(｢

送｣

字)
題
を
完
う
し
、
前
後
倶
に
虚
境
を
作
る
。
臨
海

(

駱
賓
王)

の

《

易
水
送
別》

は
、(

荊)

軻
・(

燕)

丹
の
事
を
借
り
、
一
に

｢
別｣

字
を
用
ひ
て
、
題
面
を
映
出
し
、
餘
り
に
憑
弔
を
作な

し
、
神
理
已
に
足
る
。
二
十
字
の
中
、
游
刃
の
餘
有
り)

。

⑤
の
沈�
期

《

龍
池
篇》

に
つ
い
て
、『

唐
詩
選』

で
は
七
律
に
配
さ
れ
る
が
、
前
四
句
だ
け
で
も

｢

龍｣

字
が
五
度
、｢

天｣

字
が

清
初
に
お
け
る

『

唐
詩
選』
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四
度
、｢

池｣

字
が
二
度
重
出
す
る
た
め
、
古
体
詩
で
あ
る
と
毛
先
舒
は
位
置
づ
け
る
。
⑥
で
は
、
初
唐
の
四
傑

(

王
勃
・
楊
炯
・
盧

照
鄰
・
駱
賓
王)

の
詩
文
は
、
神
韻
に
満
ち
て
い
る
と
毛
先
舒
は
激
賞
す
る
。
即
ち

《

夜
送
趙
縱》

詩
の

｢

送｣

字
、《

易
水
送
別》

詩
の

｢
別｣

字
は
、
五
絶
の
二
十
字
の
中
、
一
字
の
み
に
て
詩
義
を
言
い
尽
く
し
て
い
る
と
論
じ
る
。
こ
こ
で
述
べ
る
毛
先
舒

(

一
六

二
〇
〜
一
六
八
八)

と
は
、
字
は
稚
黄
。
仁
和
の
人
。
同
じ
く

『

呉
呉
山
三
婦
合
評
還
魂
記』

序
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

嘗
記
人
十
二�
時
、
偕
衆
名
士
集
毛
丈
稚�
齋
。
客
偶
舉
臨
川
恨
不
得
肉
兒
般
團
成
片
語
爲
剏
獲
。
人
笑
應
曰
、
此
特
衍
詩
義
耳
。

詩
不
云
乎
、
聊
與
子
如
一
兮
。
遂
解
衆
頤

(

嘗
て
人

(

呉
儀
一)

十
二
歳
の
時
を
記
す
に
、
偕
衆

も
ろ
も
ろ

の
名
士
、
毛
丈
稚
黄

(

先
舒)

の

斎
に
集
ふ
。
客
偶

た
ま
た
ま
臨
川

(

湯
顕
祖)

の

｢

恨
む
ら
く
は
肉
児
の
般ご

と

く
団

か
た
ま
り
て
片

ひ
と
つ
を
成
す
を
得
ざ
る
を｣

(『

還
魂
記』

第
十
齣

｢

驚
夢｣)

の
語
を
挙
げ
剏
獲
と
為
す
。
人
、
笑
ひ
て
応
じ
て
曰
く
、
此
れ
特た

だ
詩
義
に
衍あ

ふ

る
る
の
み
。『

詩

(

経)』

に
云
は
ざ
ら
ん
や
、

｢

聊
ね
が
は
く
は
子
と
一
の
如
く
な
ら
ん｣

(

檜
風

｢

素
冠｣)

と
。
遂
に
衆
の
頤
を
解
く)

。

即
ち
、
呉
儀
一
が
十
二
歳
の
時
、
毛
先
舒
の
書
斎
に
や
っ
て
来
た
客
人
が
、『

還
魂
記』

を
話
題
に
し
て
、
夢
の
中
で
杜
麗
娘
と
柳

夢
梅
が
結
ば
れ
る
こ
と
を

｢

剏
獲

(
初
め
て
の
成
果)｣

と
表
現
し
た
時
、
呉
儀
一
は

『

詩
経』

の
詩
句
を
引
用
し
て
返
答
し
て
み
せ

た
と
い
う
。
こ
の
文
章
は
直
截
的
な
毛
先
舒
の
伝
で
は
な
い
が
、
呉
儀
一
が
毛
先
舒
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
呉
儀
一
に
早
熟

の
文
才
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
毛
先
舒
は
年
齢
的
に
も
呉
儀
一
や
洪
昇
よ
り
も
一
世
代
前
の
人
で
あ
り
、
明
の
遺
臣
で
も
あ
っ

た
。
彼
は
明
代
の
古
文
辞
学
派
・
前
後
七
子
の
詩
風
を
継
承
し
、
毛
奇
齢
や
毛
際
可
と
共
に

｢

浙
中
の
三
毛｣

と
併
称
さ
れ
た
。
経
済

的
に
乏
し
い
環
境
に
あ
っ
た
た
め
、
田
畑
を
売
っ
て
書
物
の
出
版
資
金
に
充
て
た
と
い
う

(�)
。

前
述
し
た
如
く
、
毛
先
舒
は
呉
儀
一
や
洪
昇
の
師
で
あ
り
、
彼
ら
に
対
し
て
唐
詩
の
講
義
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
⑤
・
⑥
の

二
例
は
、
先
の
③
・
④
の
よ
う
な
詩
句
の
訓
詁
に
関
す
る
穿
鑿
と
違
い
、
当
時
の
唐
詩
の
受
容
実
態
を
窺
う
資
料
と
な
る
。
呉
呉
山
注

の
中
に
は
毛
先
舒
の
詩
評
が
五
例
見
ら
れ
、
登
場
す
る
清
初
の
人
物
群
の
中
で
は
最
も
多
い
。
つ
ま
り
呉
呉
山
注
の
評
注
は
、
師
で
あ

る
毛
先
舒
の
詩
論
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
呉
呉
山
注
で
は
、
毛
先
舒
に
対
す
る
呼
称
に
も
区
別
が
あ
り
、
こ
こ

で
挙
げ
た
二
例
の
毛
先
舒
評
の
内
、
⑤
は
呉
儀
一
と
の
会
話
で
あ
る
た
め

｢
毛
稚
黄
、
、
云｣

と
字
で
示
し
、
⑥
は
毛
先
舒
の
著
す

『

詩
辯

� (�)』

巻
三
か
ら
の
引
用
で
あ
る
た
め

｢

毛
先
舒
、
、
曰｣

と
本
名
で
記
す
。
こ
こ
に
は
呉
儀
一
の
師
に
対
す
る
配
慮
が
窺
え
る
。
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四

刊
行
者
に
つ
い
て

前
章
で
は
、
呉
儀
一
に
関
わ
る
洪
昇
・
談
則
・
毛
先
舒
の
三
名
の
詩
評
と
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
記
を
挙
げ
た
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
呉

儀
一
と
共
に
呉
呉
山
注
本
の
出
版
に
携
わ
っ
た
人
物
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
呉
儀
一
に
は｢

呉
舒
鳧｣

の
名
で『

易
大
象
説
録』

な
る
著
作
が
あ
る
。
こ
の
書
に
つ
い
て
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
が
、『

四
庫
提
要』

に
拠
れ
ば
、
向
榮
と
称
す
る
呉
儀
一
の
子
息
が
跋

語
を
記
し
て
い
る

(�)
。
こ
の
向
榮
は
、
弟
の
向
炎
と
共
に
呉
呉
山
注
に
も
登
場
す
る
。
向
榮
・
向
炎
兄
弟
に
つ
い
て
の
伝
記
は
無
く
、
詳

細
は
未
詳
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
呉
呉
山
注
の

｢

附
注
序
論｣

、｢

附
注
論
例｣

及
び
各
巻
末
に
識
語
を
附
し
、
同
書
の
刊
行
に
お
い
て
、

重
要
な
位
置
を
占
め
る
人
物
で
あ
る
。
以
下
の
文
は
呉
呉
山
注
巻
七
の
識
語
で
あ
る
。

向
炎
弟
同
校
七
卷
字
、
問
曰
、
滄
溟
選
諸
體
嚴
于
中
晩
人
、
獨
七�
采��
半
何
也
。
向
榮
曰
、
嚴
滄
浪
嘗
云
、
唐
人
好
詩
多
是

征
戎
遷
謫
行
旅
離
別
之
作
、
往
往
能
感
動
激
發
人
意
。
今
七�
樂
府
題
、
大
約
寫
邊
塞
宮
閨
之
怨
思
、
其
懷
古
贈
送
諸
作
、
常�

初
盛
風
調
。
是
以
多
可
諷
詠
。
家
尊
聞
之
曰
、
汝
知
其
所�
者
似
乎
不
似
乎
。
…
…
憶
少
時
、
毛
丈
稚�
過
家
塾
留
飲
、
論
宋
詩

板
實
、
唐
則
饒
有
風
韻

(

向
炎
弟
と
同と
も

に
七
巻
の
字
を
校
す
る
に
、
問
ひ
て
曰
く
、
滄
溟

(

李
攀
龍)

諸
体
を
選
し
て
中
晩
人
に

厳
な
る
に
、
独
り
七
絶
の
み
采
録
す
る
に
強
半
な
る
は
何
ぞ
や
と
。
向
榮
曰
く
、
厳
滄
浪

(

羽)

嘗
て
云
ふ
、
唐
人
の
好
詩
多
く

は
是
れ
征
戎
・
遷
謫
・
行
旅
・
離
別
の
作
な
る
は
、
往
往
に
し
て
能
く
人
意
を
感
動
激
発
せ
し
む
。
今
七
絶
の
楽
府
題
は
、
大
約

お
ほ
よ
そ

辺
塞
・
宮
閨
の
怨
思
を
写
し
、
其
の
懐
古
・
贈
送
の
諸
作
は
、
常
に
初
盛
の
風
調
に�
ふ
。
こ
こ
を
以
て
多
く
諷
詠
す
べ
し
と
。

家
尊
こ
れ
を
聞
き
て
曰
く
、
汝
は
其
の�
ふ
所
の
者
の
似
る
や
似
ざ
る
や
を
知
る
か
と
。
…
…
少
時
、
毛
丈
稚
黄
の
家
塾
に
過よ
ぎ

り

て
留
飲
せ
し
と
き
を
憶
ふ
に
、
宋
詩
は
板
実
な
る
も
、
唐
は
則
ち
饒

は
な
は

だ
風
韻
有
り
と
論
ぜ
り)

。

即
ち
、
向
炎
は

｢

李
攀
龍
が

〝

文
は
必
ず
秦
漢
、
詩
は
必
ず
盛
唐〞
と
提
唱
す
る
よ
う
に
、『

唐
詩
選』

で
も
中
晩
唐
の
詩
人
は
ほ

と
ん
ど
採
ら
な
い
が
、
七
絶
の
み
半
数
近
く
中
晩
唐
詩
人
を
収
め
る
の
は
何
故
か｣

と
問
う
と
、
兄
・
向
榮
は

｢

七
絶
の
楽
府
題
は
辺

塞
詩
や
宮
閨
詩
が
中
心
で
あ
り
、
懐
古
詩
や
送
別
詩
は
初
盛
唐
の
詩
風
を
模
倣
す
る
た
め
、
中
晩
唐
詩
人
の
詩
も
多
く
収
め
る｣

と
答

え
る
。
こ
の
問
答
を
聞
い
た
呉
儀
一
は
向
榮
に

｢

中
晩
唐
詩
人
の
模
倣
し
た
詩
は
本
当
に
初
盛
唐
の
詩
風
に
似
て
い
る
の
か｣

と
訊
ね

清
初
に
お
け
る

『

唐
詩
選』

注
本
の
刊
行
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た
と
い
う
。
向
榮
・
向
炎
兄
弟
は
呉
儀
一
の
こ
と
を

｢

家
尊

(

父)｣

と
呼
び
、
常
日
頃
、
唐
詩
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
ほ
ど
学
識
の

高
い
家
庭
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
毛
先
舒
も
呉
儀
一
の
家
塾
を
訪
れ
て
は
議
論
を
交
わ
す
ほ
ど
の
交
誼
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

さ
て
、
刊
行
者
と
し
て
の
彼
ら
の
役
割
で
あ
る
が
、
引
用
文
の
冒
頭
と
同
様
に
、
呉
呉
山
注
巻
一
の
末
に
も
、｢

家
尊
刊
唐
詩
選
卷

一
、
向
榮
同
弟
向
炎
校
字｣

と
あ
り
、
呉
儀
一
が
刊
行
す
る
も
の
に
、
向
榮
・
向
炎
兄
弟
が
校
訂
し
た
と
あ
る
。
明
末
清
初
、
江
南
の

印
刷
業
界
で
は
、
父
親
や
祖
先
の
功
績
を
後
世
に
残
す
こ
と
が
孝
行
の
意
を
示
す
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た

(�)

。
と
す
れ
ば
、
呉
呉
山
注

本
は
表
面
上
、
呉
儀
一
の
名
が
冠
さ
れ
、
向
榮
・
向
炎
兄
弟
は
そ
の
識
語
を
記
す
補
助
的
役
割
に
見
え
る
が
、
む
し
ろ
実
際
は
こ
の
兄

弟
が
主
体
と
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
書
物
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
呉
呉
山
注
本
は
、
毛
先
舒
を
中
心
と
す
る
康
煕
銭
塘
の
文
学
サ
ロ
ン
で
の
唐
詩
講
義
の
備
忘
録
の
よ
う
な
一
面
も
見
せ
る
。

そ
れ
は
恰
も
、
服
部
南
郭
に
よ
る

『

唐
詩
選』

講
釈
を
門
人
・
林
玄
圭
が
筆
録
し
た
ノ
ー
ト
と
目
さ
れ
る

『

唐
詩
選
国
字
解

(�)』

の
類
を

想
起
さ
せ
る
。
呉
儀
一
の
筆
録
、
つ
ま
り
呉
呉
山
の
評
注
は
、
決
し
て
呉
儀
一
単
独
の
功
績
で
は
な
く
、
洪
昇
や
談
則
、
そ
の
他
の
友

人
や
子
息
ら
と
の
共
同
作
業
で
あ
っ
た
。
世
に
知
ら
れ
た
人
物
で
な
く
と
も
、
そ
の
名
を
冠
し
て
書
物
を
刊
行
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

当
時
江
南
の
印
刷
業
が
極
め
て
身
近
な
物
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
毛
先
舒
サ
ロ
ン
に
集
っ
た
人
々
の
中
で
、
呉
儀
一
が
比
較

的
経
済
力
に
余
裕
が
あ
り
、
洪
昇
の

『

長
生
殿』
を
始
め
、
彼
ら
の
著
作
物
刊
行
の
多
く
を
支
援
し
て
い
た

(�)

。
畢
竟
、
友
人
の
洪
昇
に

よ
る

『

長
生
殿』

、
妻
の
陳
同
・
談
則
・
銭
宜
た
ち
に
よ
る

『

還
魂
記』

、
そ
し
て
子
息
の
向
榮
・
向
炎
た
ち
に
よ
る

『

唐
詩
選』

と
、

呉
儀
一
は
出
版
業
界
に
お
け
る
編
集
者
的
存
在
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
如
く
、
呉
呉
山
注

『

唐
詩
選』

は
、
江
南
出
版
事
情
を
垣
間
見
る
上
で
典
型
的
な
刊
行
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
毛
先

舒
を
中
心
と
し
た
文
学
サ
ロ
ン
の
人
々
は
、
科
挙
試
対
策
よ
り
も
出
版
業
に
心
血
を
注
い
で
お
り
、
そ
れ
は
女
性
や
児
童
の
た
め
の
教

育
も
兼
ね
て
お
り
、
そ
の
趨
勢
は
毛
奇
齢
・
袁
枚
の
女
弟
子
と
い
っ
た
後
世
の
江
南
の
民
間
教
育
体
系
を
形
成
し
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ

る
。

注

(

１)

嵩
山
房
が
享
保
九
年

(

一
七
二
四)

に
初
め
て
服
部
南
郭
校
訂
・
荻
生
徂
徠
跋

『
唐
詩
選』

七
巻
を
発
行
し
て
以
降
の
和
刻
本

『

唐
詩
選』
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の
出
版
概
況
は
、
村
上
哲
見

｢『

唐
詩
選』

と
嵩
山
房

江
戸
時
代
漢
籍
出
版
の
一
側
面

｣
(『

日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記
念

論
文
集』

汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年)

を
参
照
。

(

２)
底
本
に
は
内
閣
文
庫
所
蔵
の
明
李
攀
龍
編
・
清
呉
呉
山
注

『

唐
詩
選』

七
巻
を
用
い
た
。
該
書
に
刊
行
年
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

復
旦
大
学
に
所
蔵
す
る
同
版
本
や
夢
園
刻
本

『

呉
呉
山
三
婦
合
評
還
魂
記』

(

北
京
大
学
図
書
館

『

不
登
大
雅
文
庫
珍
本
戯
曲
叢
刊』

学

苑
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年)

の
装
幀
と
の
比
較
及
び
欠
筆
等
を
調
査
し
た
結
果
、
康
熙
年
間
刊
本
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

３)

大
木
康

『
明
末
江
南
の
出
版
文
化』

(

研
文
出
版
、
二
〇
〇
四
年)

第
五
章

｢『

儒
林
外
史』

に
見
る
出
版
活
動｣

を
参
照
。

(

４)

本
稿
で
は

『

四
庫
全
書
存
目
叢
書』

所
収
の
李
攀
龍
選
・
蒋
一
葵
箋
釈

『

唐
詩
選』

七
巻
を
底
本
と
し
、
適
宜
諸
本
を
参
看
し
た
。

(

５)

呉
振�『
国
朝
杭
郡
詩
続
輯』

(

一
八
七
六
年
丁
氏
重
校
刊
本)

に
は
、
呉
儀
一
の
詩
三
首
と
略
伝
が
収
め
ら
れ
、｢�
山
母
張
氏
姙
十

五
月
而
生
于
錢
唐
之
松
盛
里
。
五
月
能
語
。
有
術
者
曰
、
是
子
足
心
有
文
、
左
龍
右
虎
。
言
蚤
恐
不
壽
。
因
手
摩
其
兩
足
、
遂
不
復
言
。

九��
十
三
經
。｣

と
あ
る
。

(

６)
『

呉
呉
山
三
婦
合
評
還
魂
記』

洪
之
則
の
跋
文
に

｢

忽
忽
二
十
年
、
予
已
作
未
亡
人
。
今
大
人
歸
里
、
將
於
孤
嶼
築
稗
畦
草
堂
、
爲
吟
嘯

之
地
。
四
叔
故
好
西
方
止
觀
經
、
亦
將
歸�
山
草
堂
、
同
錢
夫
人
作�
老
行
逕
。｣

と
あ
る
。
同
書
は
一
六
九
四
年
に
成
立
し
た
も
の
で
、

大
人

(

洪
昇)

と
四
叔

(

呉
儀
一)

が
帰
郷
し
、
各
々
草
堂
を
構
え
た
と
い
う
記
事
か
ら
呉
儀
一
の
繋
年
が
推
測
で
き
る
。

(

７)

呉
呉
山
注

『

唐
詩
選』

巻
頭
の

｢

附
注
序
論｣
及
び

｢

附
注
論
例｣

は
底
本
の
内
閣
文
庫
本
に
は
欠
落
し
て
い
る
が
、
版
木
を
異
に
す

る
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
及
び
呉
呉
山
注

『
古
唐
詩
選』

七
巻

(

掃
葉
山
房
、
一
九
二
二
年)

に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

(

８)

唐
圭
璋

『

詞
話
叢
編』

(

中
華
書
局
、
一
九
八
六
年)
所
収
。

(

９)

王�『
今
世
説』

(

古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年)

巻
六

｢
豪
爽｣

に

｢�
舒
鳧
托
懷
豪
逸
、
情
與
興
倶
。�
名
儀
一
、
浙
江
錢
塘

人
。
髫
年
入
太
學
、
名
滿
都
下
、
二
十
為
人
師
。
經
史
子
集
、
一
覽
成
誦
。
古
文
法
歐
陽
永
叔
・
王
荊
公
。
詩
宗
杜
子
美
。
性
善
飲
、

飲
醉
、
値
市
井
子
、
輒
謾
罵
之
。｣

と
あ
る
。

(

10)
『

四
庫
提
要』

巻
一
九
三
、
集
部
総
集
類
存
目

｢

唐
詩
解｣

の
項
に
は
、｢
是
書
取
高
廷
禮

『

唐
詩
正
聲』

・
李
于
鱗

『

唐
詩
選』

二
書
、

稍
爲
訂
正
、
附
以
己
意
、
爲
之
箋
釋
。｣

と
あ
る
。

(

11)

呉
呉
山
注

『

唐
詩
選』

の
注
釈
形
式
と
し
て
、
双
注
と
頭
注
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
敢
え
て
両
者
の
位
相
を
区
別
せ
ず
、
全

清
初
に
お
け
る

『

唐
詩
選』

注
本
の
刊
行
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て
呉
儀
一
に
よ
る
評
注
と
し
て
同
一
視
す
る
。

(
12)

『

淮
南
子』

原
道
訓
の

｢

射
者�
烏
號
之
弓｣

に
つ
い
て
、
高
誘
注
に

｢

烏
號
、
桑
柘
、
其
材
堅
勁
、
烏
峙
其
上
、
及
其
將
飛
、
枝
必
橈

下
、
勁
能
復
、�
烏
隨
之
、
烏
不
敢
飛
、
號
呼
其
上
、
伐
其
枝
以
爲
弓
、
因
曰
烏
號
之
弓
也
。｣

と
あ
る
。

(

13)
平
野
彦
次
郎

｢

唐
詩
選
は
果
し
て
偽
書
な
り
や｣

(『

唐
詩
選
研
究』

明
徳
出
版
社
、
一
九
七
四
年
所
収)

に
よ
る
と
、『

唐
詩
選』

が

『

古
今
詩
刪』

で
は
な
く
、『

唐
詩
品
彙』

か
ら
鈔
出
さ
れ
た
根
拠
と
し
て
、｢

此
の
三
詩
を
張
子
容
の
作
と
為
し
た
る
が
、
既
に
作
者
名

を
記
す
れ
ば
、
之
を
盛
唐
の
位
置
に
移
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。｣

と
説
く
。

(

14)

呉
呉
山
注

『
唐
詩
選』

巻
七
、《

古
楽
府》

詩
注
に

｢

按
品
彙
、
水
調
三
首
、
作
古
樂
府
或
作
無
名
氏
。
舊
本
刻
張
子
容
、
襄
陽
人
。
與

孟
浩
然
友
善
。
無
據
。
今
仍
列
古
樂
府
。｣

と
あ
る
。

(

15)

同

｢

唐
詩
選
目
録｣

注
に

｢
按
李
選
原
本
、
七
古
無
駱
賓
王

《

帝
京
篇》

、
五
律
無
杜
審
言

《

送
崔
融》

、
張
均

《

岳
陽
晩
眺》

、
七�
無

張
諤

《

九
日
宴》

、
僧
皎
然

《
塞
下
曲》

、
共
五
首
。
坊
本
有
之
、
乃
後
人
所
増
、
今
改
入
附�
。
又
原
本
七
古
衞
萬

《�
宮
怨》

、
七
律

萬
楚

《

五
日
觀
妓》

、
七�
盧
弼

《
和
李
秀
才
邊
庭
四
時
怨》

二
首
、
共
四
首
。
皆
不
佳
。
今
改
爲
附�
。｣

と
あ
る
。

(

16)

同

｢

附
注
論
例｣

に

｢

而
當
今
校
刪
、
毛
西
河

『

古
今
通
韻』

、
定
爲
韻
略
一
書
、
並
詩
選
行
。｣

と
定
め
る
。

(

17)

章
培
恒

『

洪
昇
年
譜』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
九
年)

参
照
。

(

18)

洪
昇
の
伝
記
に
つ
い
て
、『

清
史
列
伝』

巻
七
一
に

｢

遊
京
師
時
、
始
受
業
於
王
士�
、
後
復
得
詩
法
於
施
閨
章
。
其
論
詩
引
繩
切
墨
、

不
順
時
趨
、
與
士�
意
見
亦
多
不
合
。
朝
貴
輕
之
、
鮮
與
往
還
。
見
趙
執
信
詩
、
驚
異
、
遂
相
友
善
。｣

と
あ
る
。

(

19)

洪
昇
か
ら
呉
儀
一
へ
の
贈
答
詩
は

《

途
中
寄��
符》

(『
稗
畦
集』)

の
他
、《��
符
北
征
賦
此
贈
別》

、《

泊
臨
淮
寄
沈�
聲
・
張
砥

中
・��
符
・
陳
調
士
・
兪
季�
・
張
景
龍
諸
子》

、《

至
日
樓
望
答��
符》

(

以
上

『

嘯
月
楼
集』)

、《

宿
州
道
中
懷��
符》

、《

送

�
舒
鳧
之
徐
州》

(『

稗
畦
続
集』)

が
あ
る
。

(

20)
『

還
魂
記』

に
お
け
る
虚
と
実
の
修
辞
に
つ
い
て
、
岩
城
秀
夫

｢

萬
暦
年
間
に
み
ら
れ
る
演
劇
虚
実
論｣

(『

中
国
古
典
劇
の
研
究』

創
文

社
、
一
九
八
六
年
所
収)

、
根
ヶ
山
徹

｢『

還
魂
記』

に
お
け
る
真
と
假
の
問
題｣

(『

明
清
戯
曲
演
劇
史
論
序
説』

創
文
社
、
二
〇
〇
一

年
所
収)

を
参
照
。

(

21)

毛
先
舒
の
伝
記
に
つ
い
て
、
孫
静
庵

『

明
遺
民
録』

(

一
九
一
二
年
刊)

巻
四
十
に
、｢

明
亡
、
棄
諸
生
、
不
求
聞
達
。
年
十
八
、
著

中
国
文
学
論
集
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『

白
楡
堂
詩』

。
陳
子
龍
見
而
咨
賞
、
因
師
之
。
又
嘗
從
劉
宗
周
講
性
命
之
學
。
其
詩
、
音
節
瀏
亮
、
有
七
子
餘
風
。
家
貧
甚
、
欲
賣
田

刻
所
著
書
。｣

と
あ
る
。
ま
た
、
呉�

『

国
朝
杭
郡
詩
輯』

(

一
八
七
四
年
丁
氏
重
校
刊
本)

巻
三
で
も

｢

京
師
語
曰
、
浙
中
三
毛
、
東

南
文
豪
。
則
以
稚�
與
紹
興
毛
奇
齡
、
嚴
州
毛
際
可
並
稱
也
。｣

と
称
揚
す
る
。

(

22)

郭
紹
虞

『

清
詩
話
続
編』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年)

所
収
。

(

23)
『

四
庫
提
要』

巻
九
、
経
部
易
類
存
目

｢

易
大
象
説
録｣

の
項
に
は
、｢

國
朝�
舒
鳧
撰
。
舒
鳧
、
一
名
逸
、
字�
山
、�
縣
人
。
是
書

惟
釋

『

大
象』
。
蓋
因
杭
人
施
相

『

周
易
大
象
頌』

而
作
、
毎
條
附
以
贊
語
。
…
…
其
子
向
榮
跋
語
述
其
父
言
、
稱
不
闕
疑
而
改
經
文
、

獲
罪
千
古
。
蓋
已
自
知
之
矣
。｣

と
あ
る
。
こ
の
賛
語
を
記
し
た
と
さ
れ
る
施
相

(

一
六
二
三
〜
？)

も
、
呉
呉
山
注

『

唐
詩
選』

巻
六
、

王
維

《

竹
里
館》
詩
評
に
登
場
す
る
。

(

24)

大
木
康

『

明
末
江
南
の
出
版
文
化』

第
一
章

｢

明
末
江
南
に
お
け
る
書
籍
出
版
の
状
況｣

を
参
照
。

(

25)

日
野
龍
夫

『

服
部
南
郭
伝
攷』

(
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年)

に
よ
る
と
、
服
部
南
郭

『

唐
詩
選
国
字
解』

は
、『

芙�

館
提
耳』

と

類
似
の
講
義
録
に
後
人
が
適
宜
手
を
加
え
て
成
っ
た
書
と
説
く
。

(

26)

劉
輝

『

洪
昇
集』

(

浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年)

の
前
言
に

｢

至
于
他
的
力
作

《

長
生
殿》

、
也
是
他
的
好
友�
舒
鳧
的
主
持
下
、

才
得
以
付
刻
的
。
洪
昇
與�
舒
鳧
都
是
毛
先
舒
的
入
室
弟
子
、
從
幼
年
起
、
同
窗
就
讀
、
關
繋
親
密
。｣

と
あ
る
。

清
初
に
お
け
る

『

唐
詩
選』

注
本
の
刊
行
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